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皿　調　査　結　果

1．　植生単位

A　自然植生

　古くから人間が定住し洪積台地上を薪炭林や植林、あるいは、耕作地に、また沖積低地は

水田として多様に利用されてきたこの地域には厳密な意味での自然植生（Nat廿rliche　Vege一

£ation）は見られなかった。しかし植物社会学的な立場から、植物群落が種の組み合わせ

（Arten－Zusammensetzung）によって成立しているという基本的な観点で各々の植物群落

を考察・検討してみたとき、種の組み合せが、自然植生に近い群落を我々は“自然に近い植

生（Nat廿rnahe　Vegetat童on）”として取り扱うことができる。

　　a．森林植生

　D　シラカシ残存林（Tab．2）

　公園予定地域内には常緑広葉樹の優占する林分はほとんど見られず、長沼の湖畔にアラカ

シの優出する林分がわずかに生育しているのみである。これらの林内は当地域の潜在自然植

生を把握する指針として重要な役割をはたすものであり、公園予定域より少し離れた周辺地

区の林分をも含めて検討する意味から、Tab．2には公園予定地域外でのアウフナーメをも

加えてまとめられている（Abb．1）。

　　i）　シラカシ群集典型亜群集

　シラカシ群集は関東地方では洪積台地の、しかも比較的厚いローム層上に広く生育してい

たと考えられる常緑広葉樹林である。しかし、その生育分布域は入聞が定住し、生活する生

活活動域と一致するために、古くから伐採破壊されつづけてきており、現在残存自然林を見

ることはきわめて困難である。したがってわずかに二次的に復元した樹林や、社寺林、農家

の屋敷林などにその断片が見られるにすぎない（Photo．　D。ここではTab．2に示されるよ

うに高木層はアラカシで占められているが、シラカシ群集の標徴種であるシラカシが低木層

までではあるが生育している。したがって典型的なシラカシ林とはいえないが、低木層には

ツルグミ、ネズミモチ、ヒイラギ、シュロ、ピサカキなどの常緑広葉樹が、草本層にもジャ

ノヒゲ、ヤブコウジ、シュンランなどの常緑草本植物が高被度で生育している。公園予定地

域内の残存林がこの典型亜群集に含まれる。

　　ii）シラカシ群集モミ亜群集

　シラカシ群集域金般に生育する群集標徴種であるシラカシをはじめ多くの常緑広葉樹、常
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緑草本訴物種群にくわえて、土地のやせた、一面的で極端な厳しい立地の指標種であるモ

ミ、ナツハゼ、アセビ、ミサキカグマ、キッコウハグマ、オトコヨウゾメなどが生育してお

り、これらの種群はモミ亜群集の区分種としてまとめられる。典型亜群集が洪積台地の斜面

から斜面下部のローム層のとくに深い立地にみられるのに対して、この亜群集は斜面上部や

尾根部などのローム層の浅い、乾燥しやすい立地に見られる（Abb．1）（Photo．2）。
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Aもb・1　シラカシ残存林（シラカシ群集典型亜群集）断面模式
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　2）　イボタノキーハンノキ群落（Tab．3）

　沼の周辺の湿潤地や小河川の流入する狭い谷部のように、水田にも利用されえなかった地

域では30～70％の植被率を有する樹高5～16メートルに達するハンノキの優占する湿生林が

見られる。この群落内には高木層を占めるハンノキの他に、低木層や草本層にイボタノキ、

ウメモドキ、オニスゲ、ツボスミレ、コムラサキなどの湿生地を好む種群が多数生育してい
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る。しかし、群落断面模式図（Abb．2）で示されるようにイボタノキやウメモドキなどの低

木類やアキノウナギッカミなどの一部の草本植物は、ハンノキの根元附近の凸状地に生育し

ており、一方定期的にあるいは常に冠水している場所（凹状地）ではヨシ、サヤヌカグサ、

ヤナギタデ、ヘラオモダカなどヨシ群落の構成種や水田雑草群落の構成種群が生育してい

る。したがって、ここでは微地形的に異なった立地の群落をも含む複合群落としての様相を

呈するが、今回は一応現在優占している終局群落の構成種と考えられる落葉広葉樹のハンノ

キ、イボタノキ、ウメモドキ、コムラサキ、オニスゲ、ツボスミレを区分種としてイボタノ

キーハンノキ群落としてまとめられた（Tab．3，　Abb．2）。
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Abb．2　イボタノキーハソノキ群落断面模式
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C．d．：Cα7一θの6だ。々脅25琵　　オニスゲ
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1．s．：1あの58η・α如　ウメモドキ

L．o．：．乙‘9鰐6糀隅。玩鰐げbZ謡加イボタノキ

乙．9．：ゐ加4θ7僧α9如麗0α　ヤマコウバシ

L．s．＝ゐθ8プ5∫α∫αッα鰍加　サヤヌカグサ

P．c．：Pんプα9駕琵6560ηzηz卿zゴ5　var．　Zoアzg加α勘f5

　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨシ
P．j．：」％砂go概ηzブ4ρo廓。αシロバナサクラタデ

P．s．：乃砂goノ躍脚5露診oZ4露アキノウナギツカミ

Q．s．＝Q麗8ノ℃㍑5∫8ププのα　コナラ

　　b．森林以外の植生

　1）　ウキヤガラーマコモ群集（Tab．4）

　アザミクボ沼や中の谷沼などの沼地周辺部に見られる水生植物群落でカンガレイやウキヤ

ガラなどの挺水植物が優回して生育している（Photo．3）。出現種数は4～6種ときわめて限

られた種類構成をなし、多くは純群落をつくっている。公園予定域内には多くの沼が点在す
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るにもかかわらず、この群落の分布と発達状態は貧弱である。それは，これらの沼地は農業

灌得用として人工的に作られたものであり、水位の変動が大きく、秋から冬季にかけては完

全に干上る沼も多く腐植土の堆積も少ないことがこの群落の発達の制限要因となっているも

のと考えられる。沼地内での分布についてみたとき、水平分布的（ミクロな意味で）には谷す

じの小河川によってたえず水が流入し、乾季においても乾燥をまぬがれる立地にのみ限られ

ている。また垂直分布的（ミクロな意味で）には水位の変動の影響をもっともうける、海岸で

いう潮回帯にあたる地域に生育している。群落内では秋の乾燥期に水位がさがり、一部湖底

部が露出したところにホシクサ属の一種が混生し、陸部につらなる露出部にはヤナギタデや

ヒメジソが侵入し生育している。この群落に垂直分布的に下位に続くべき沈水植物の群落

は、今回の調査範囲内ではいずれの沼にも認められなかった。（Abb．3）

　2）　カサスゲ群集（Tab．4）

　ウキヤガラーマコモ群集が沼水域の水深部の先端群落とすれば、カサスゲ群集はその後方

の低湿地、ときには放置された水田の用水溝などに生育する群落であり、沼の水位が高まる
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夏季や、降雨時にはつねに冠水、その他の乾燥期においても小河川の流入や地下水によって

つねに湿性状態を保ち腐植土が厚く堆積した立地に発達している。しかし分布面積的にはき

わめて狭いものであり、現存植生図作製に際してはウキヤガラーマコモ群集と同位に扱われ

ている。出現種数も4～12種と少なく、全山被の60％以上をカサスゲで占められており局地

的にアキノウナギツカミ、ヤノネグサが混生している。またウキヤガラーマコモ群集と同じ

ヨシークラスに属する群集であり、これらの二つの群集にまたがって上級単位の標徴種であ

るヨシやチゴザサが混生している（Tab．4，　Abb．3）。

B　代償植生

　　a．森林植生

　1）　クヌギーコナラ群集（オオバギボウシ亜群集、レンゲツツジ変群集）

　一般に関東地方においては、常緑広葉樹によって構成される自然植生を伐採、破壊した際

には、代償植生としてのさまざまな群落形態を経て再び常緑広葉樹による極相林へと移行し

てゆく。しかし太平洋に面する気候的に温暖な地方である上総や三浦、伊豆などの各半島や

その他の海岸地方の低地（スダジイ林域）では、一つにはこれらの地区の潜在自然植生構成

種であるスタジィやタブの常緑広葉樹がいきなり萌芽して生長し急速に若いスダジイ林を形

成するタイプと、いったんクリ、コナラ、ヤマザクラなどの落葉広葉樹による代償植生を形

成し、除々にその土地の潜在自然植生であるスダジイ林やタブ林へと移行してゆくタイプの

二とうりの遷移系列がみとめられる。しかし、武蔵丘陵などの内陸部に位置したローム層に

おおわれた洪積台地上では、潜在自然植生はシラカシ林であり、これが伐採、破壊されたと

きにはシラカシが萌芽することなしにそのほとんどがクヌギ、コナラ、クリなど落葉広葉樹

を主とする代償植生に置きかえられ、スダジイ林域での後述のタイプを示し、その植生：景観

を全くかえてしまう。しかしながら、この代償植生である落葉樹林も、その後、入為的影響

が加えられずに放置されたとき、ふたたび、シラカシやアラカシなどの常緑広葉樹の芽生え

が林床に現われはじめ、50～80年の時間を経て次第にシラカシ林へと遷移すると考えられ

る。しかし、その復元速度はシイ林域にくらべて、種構成や活力度からみてきわめて遅いも

のと考えられる。

　潜在自然植生がシラカシ林である地域の代償植生としてのクヌギやコナラの優旧する一定

の群落はクヌギーコナラ群集（宮脇1967）とよぼれ、シイ林域の代償植生であるオニシバリ門

一コナラ群集（宮脇他1971）と対比される。したがって、クヌギーコナラ群集は、薪炭林と

して15年から25年毎に皆伐されたり、定期的に下草刈りや落葉かきが行なわれるなどの一定

の人為的影響とつり合って安定している持続群落と考えられる。クヌギーコナラ群集は地形

や地質などの立地のちがいによって、また人間の干渉の程度によって細かい種組成や出現種
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の量的な配分が異なるが、その出現種数は29～62種ときわめて多いのが一般的特徴である。

高木や亜高木層にはクヌギ、コナラ、クリ、エゴノキ、ヤマザクラ、低木層にはガマズミ、

ムラサキシキブ、コパノガマズミ、カマツカなど多くの落葉広葉樹で占められ、草本層には

ヤマユリ、ヒメカンスゲ、ヒカゲスゲなどの夏緑性や常緑の草本植物やアズマネザサが高い

常在度で生育している。また林内にはシラカシ林域の指標種群でありクヌギーコナラ群集の

標徴種および区分種であるシラカシ、ヤマコウバシ、ヤマハンノキ、ホソバヒカゲスゲ、キ

ンランが生育している。さらに東京都の南多摩附近や川崎市生田地区などのクヌギーコナラ

林には特微的に下記の多くの種群が共通種として生育している。したがって、南多摩、生

田地区、東松山の各地域のクヌギーコナラ群集はオオバギボウシ亜群集（Subass．　vOn　Hosta

montana）としてまとめられる。

南多摩（東京都）、川崎市生田緑地（川崎市）及び久地（川崎市）との共通種

　　　（ナォバギボゥシ亜群集の区分種）

オオバギボウシ　Hb5如窺。π如πα

カシワノミバグマ　Pθプむαプ。う％5彦α

ヤマウルシ　Rゐ祝5ケ∫6んooα写〉α

アカシデ　Cαψ勿螂Zα鋭ガ。鵤

オトコヨウゾメ　V必雄π％彫ρ配θみ。オ痒。んπ彫

コアジサイ　恥4鵤π9θα痂πα

サジガンクビソウ　Cαゆθ5砒彫gZo∬g麺ッππ駕

センボンヤリ　L8必π∫薦如απαπ4万α

　また、関東平野の奥深い内陸部に位置する東松山森林公園予定地域は、その中でもとくに

冬季は沿岸部より低温である。これは冬季の後背山岳地帯からの冷たい季節風の影響も大き

く作用していると考えられる。ブナ帯の下部に接する比較的冷涼地にその主な生態的生育地

をもつレンゲツツジやアオハダ、タガネソウ、ウメモドキが高い常在度で生育している。し

たがって、以上の種群のほかにナガバコウヤボウキ、タチシオデ、オオカモメヅルを区分種

としてこの地区のクヌギ、コナラ林をレンゲツツジ変群集　（Variantevon

Rhoδodendron　japo隷icum）としてまとめられる（Tab．5）。
　当地域でのクヌギーコナラ群集の群落の高さは10m以下のものが多く植被率は90丁目達す

る。林間にはアズマネザサをはじめススキ、アキノキリンソウ、ノガリヤス、ワレモコウな

ど多くのススキ草原の構成種やヘクソカズラ、フジ、エビヅル、ヤマノイモ、クズなどのッ

ル性のマント群落構成種牛が多数混生しており、代償植生群落であるクヌギーコナラ群集の

大きな特徴となっている。したがってクヌギーコナラ群集は、それらの種の組成から、他群

落の構成種をも包含する一つの復合的な群落としてとらえることもできる。とくにこの地域

ではレンゲツツジ、ヤマツツジ、ナツハゼ、ネジキ、アセビなどの多くのッッジ科の種群や

リ。ウブ、ヤマウルシ、ヒメヤブランなどアカマツ群団域に生育する種群が高常在度、高被

度で見られるのもこの地域の特徴と思われる（Pho的．4，5，6）。
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Abb．4　クヌギーコナラ群集、オオバギボウシ亜群集、レンゲツツジ変群集断面模式

　　　　　Vegetationsprofildes　Querceltum　acutissimo－se「「atae’
　　　　　Subass．　vQnHostamo鷺tana，Var．　vonRhododendron
　　　　　japonlcum
A．c．：・4ア層朔4加α湾α6痂ηo　アズマネザサ

A．s．IA5詑プ50αう67’シラヤマギク

C。a．　I　Cα」αηαgro5’‘3卿囑襯4伽αoθα　ノガリヤス

C．c．：Cαプ8灘oo短。α　ヒメカンスゲ

C．1．：C6ρゐ【z♂απ彦ゐθrα♂oπg‘6rαoごθ｛z孟α

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ササバギンラン

C序：Cα躍。αψαプ砂。短6α　ムラサキシキブ

C．n．：Cαプθ詔アzαη8παホソバヒカゲスゲ

C．s．：Cα7・8灘5観8ro5あ6’α　タガネソウ

D．t．：Dfo∫oor8αオ。々oro　トコロ

E．j．：E蹴yαブ⑫o痂。α　ピサカキ

F．S．：F駕漉ηπ53計うoJ4彪πα　マルバアオダモ

H．m。：施5彪規。勉αノ2α　オオバギボウシ

1．m．＝・μθ∬ηZα6プ0ρ0どα　ア口調ダ

Ls．：1陀ω∫8rrα薦　ウメモドキ

L．a．：五‘屍％ηzαπプα臨かz　ヤマユリ

L．9．：ゐ肋4β2・αgZαπ0α　ヤマコウバシ

M．s．：．磁5‘α彫枷55勿θ2師5ススキ

P．a．：P彦8プ翅π祝α（μあフ2耀var．♂翻z‘∫o認撚

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ワラビ

P．j，：Pア』z耀螂ノα解α5α肋プα　ヤマザクラ

P．m．：％θ487・如50α冠θアz5　var．辮αf7・θ♂

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘクソカズラ

P．r．；Pθr妙αブ。う麗5如　カシワバハグマ

P．s．：P6微y【z　50απ46刀5　コウヤボウキ

P．V．：P∂麗プ疏‘αθα擁Z♂054　var．♂α6η露　カマツカ

Q．m．：Q麗κπ5蹴yプ鋤2αヴbあα　シラカシ

Q．s．：Qμ6ノ・砲558プrα厩　コナラ

R．j，：Rん04046η4ブ。ηブ砂072foκ況　レンゲツツジ

R，k：。IRん0404θπ4ro7z々α8ηz卿痒　ヤマツツジ

R．t．：R加5彦擁訥ooαゆα　ヤマウルシ

S．c．：5漉♂鶴。痂πα　サルトリイバラ

S．」．＝3妙彪卯ブ妙。π比αエゴノキ

T．a．：7▼ツZoρゐ07層αα7・f3渉oZO6海。観85

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オオカモメヅル

V．d．：怖6㍑プ刀z〃z♂fZα‘α顔〃z　ガマズミ

　Tab．5で示されるようにクヌギーコナラ群集組成表で下位区分されるノダケ、クヌギ、

ハンノキ、イボタノキなどが高一度で生育する群落はクヌギーハンノキ群落にまとめられ、

潜在自然植生及びその対応群落と見なすことができる。他方、ナッハゼ、ピサカキ、リ。ウ

ブ、イヌシデ、ネジキ、ヤブコウジ、キッコウハグマなどが高被度を占める群落がシラカシ

群集のモミ亜群集に対応する群落である。これらの種群が欠くかあるいは低被度しか生育し
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ない群落がシラカシ群集典型亜群集を潜在自然植生とする対応群落と考えられる（Abb．4）。

　2）　アカマツ植林（Tab．6）

　　　（クヌギーコナラ群集、オオバギボウシ亜群集、レンゲツツジ変群集）

　丘陵地の尾根部や斜面にかけては広くアカマツが植林されており、公園予定域内植生の主

要な景観要素となっている。樹令は十数年のものから数十年のものまでさまざまである。樹

令の若い植林地では現在樹高5～6m程度であるが、植被率は70％に達しかなり密植されて

おり、林内は古い枯れた枝が多く荒れた様相を呈し、林床に生育する植物種群もその種類数

こそ多いが才度はきわめて少ない。それ以外の大部分の植林地は長い年月を経て適当に闘引

きされ10数mに及ぶ見事なアカマツ林を形成している。一部では間伐や皆伐した地域がある

が、そこでは3～4mの群落高をもつ若いクヌギーコナラ群集が成立している。これらのア

殉マッ植林の植生調査資料を検討した結果、アカマツは高木層で優和してはいるものの全構

成種の組み合わせばクヌギーコナラ群集とほとんど岡じであることが理解される。すなわ

ち、植物社会学的には周囲に見られるコナラ優占の林分であるクヌギーコナラ群集、オオバ

ギボウシ亜群集、レンゲツツジ変群集に相当する樋分と考えられる（Tab．6）。ここでは現

在人間によって植林され、保護されることによって高木層はアカマツによって占められてい

“険

C．c．

　P．d．
翼P．d．

幽 L い幽

@％ P，d．

必嫉薫“ 　訊瞭
f“　・1〃　．響

B、ゴ｝

“ue1触

U　・“菱、鮎L「’島　　　　　　　　3

　1購，へ　泓一　　　t　“

““払》一

浴g懸、拗　一

E’‘LF

ﾚ　　　　　¢・10
唱艦

悔P．δ9，　．

@・脚「♂艶

、 疏　‘ 紀 　曳・・L陀
炉

物1一錘
v幽　　　　簸　　　　2　。・・“・・～脚㈹

＿弓勢’

@“

　必“ll盈噛ヒ”　　’　　　　　　　」“％’、・埠　、　　　曜　　　　　　　　　　　ミ　く

　“u鋤　隔

@　幽F俊譜，

@副’勉噸・

v乗　　　　　　　　　　　ら　、

@　　　　翌““暫・隼

@51幽　　“．施種　　　　　」「7雛ジ為

ーリウ

ｧ絵　　’

kρ1．膨　　　　席　“｝　辱」，

　　’　　　　、
喧I　　　　1骸　静　　　　　　　　　　　　　　　ゆ

E1潅“しな乞

@　　Q，s，

「r“、L。o．

腔　　　　　　　　P．L・“伽伽’参　　　　　　　“レ

?瓢　畿　
@　評　　C．．b・ 」　　・

　r触し聯@　鯵　　　　蝉・・爵”ウ’傷　　　。、’㌦・吻　　　　、　，7

A1”ノ

Z・．画数幽　，讐

、　潤

C1’副ρ

幽伽憩ウ
」 舅

Ms．　　　R・t・ Lm．　測 “

一

隔 E。j．
Q．s

　　i@，　　　　　　　　　ρ

@声　　　　　　　　6P

`．c．　　　A．s。
@　　　S．c．

　　　　　　戴R．k．　　R．k，　　　　　　A．c．

，ρ　．・ち

@’
b．n．

触R・iw・£・
L、・．、lA．c．　　　一　　R．k．

　S．1．

Abb・5　アカマツ植林断面模式

　　　　（クヌギーコナラ群集、オオバギボウシ亜群集、レンゲツツジ変群集）

　　　　Vegeta士ionsprof三l　des　P肋454θη5耀oγπ一F◎rst

　　　　（Quercetum　acutissimo－serratae，　Subass．　von
　　　　HostamQntana，VaLvoHRhodode鷺dronjapo且icum）
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A．c．：∠4耀π4痂σプ彪読勿。　アズマネザサ

A．s．：君5詑r50αうθノ’シラヤマギク

C。a．＝Cα♂α魁αgプ05彦露αプπ7z4励α6θα　ノガリヤス

C．b．＝α6読rαうα乃加θrη器　リョウブ

C．c．：Cαr8灘co冠。α　ヒメカンスゲ

C．n．＝C¢プθ躍ηαηθπα　ホソバヒカゲスゲ

Ej．：互z〃＝yαゴ＠o痂‘α　ピサカキ

王．m．：1陀の盟αoブ。カodα　アオハダ

LO．e．：五ッ0η彪。ηαZがbZ‘αvor．θ〃ψあ6α　ネジキ

M．s．：雌5cα麓加55言7z6η5‘5ススキ

P．d．：1）痂㍑548η3耀orα　アカマツ

P．1．：P擁ノー‘z7境τ♂oみ‘z次z　クズ

P，s．：P8酸yα50απ48π5　コウヤボウキ

Q．s，：Q％θroπ∫∫8ブrα磁　コナラ

R．j，：Rゐ。ゴ04θη6プ。πブαρoπ∫o％辮　レンゲツツジ

R．k．：R加躍04θπ4プ。π々α召吻癖痒　ヤマツツジ

R，t．：R加5か飴乃ooαψα　ヤマウルシ

S．工：3砂rα謬ブ⑫o廊。αエゴノキ

S．c．：3砺Z催。雇紹　サルトリイバラ

V．d，：砺う解π㍑ηz　4μα一気那　ガマズミ

W．f．：W観8プ如ガor乃躍4α　フジ

るが立地的にはほとんどちがいがないと考えられる。しかし、アカマツが植えられたことに

より群落内の種構成や個々の種の量的な配分には多少の影響があらわれている。すなわち、

陰性地あるいは湿潤地をより好む性格をもつイヌシデ、アオダモ、ニシキギ、マユミ、ササ

バギンラン、コマユミ、ヤマハッカなどの二二が後退してくるのに対してピサカキ、ノイバ

ラ、コマツナギなどのより陽地生の種群が量的にふえているのがとくに目立っている（Tab．

15）、（Abb．5）、（Photo．7，8，9）。

　3）スギーヒノキ植林地（Tab．7）

　　　（シラカシ群集、ケヤキ亜群集）

　沖積低地と接する斜面下部の谷部や凹地の湿潤地には小面積ではあるがスギやヒノキの植

林地が見られる（一部は並木として植栽されている）。谷部や凹地に植林されたスギやヒノ

キの生長はきわめて良好で一番高いものでは20mを越している。また林内での常緑広葉樹の

復元も良好でシラカシ群集の標徴種であるシラカシが低木層まで、またヤブッバキークラス

の指標種であるアラカシが高木層まで復元しておりピサカキ、シュンラン、キヅタ、ジャノ

ヒゲなどの常緑広葉樹や常緑性草本植物が多数生育している。これらの群落は湿性地の指標

種であるシュロ、ムクノキ、ヤツデ、ケヤキなどを区分種としてシラカシ群集、ケヤキ亜群

集としてまとめられる（Tab．7，　Abb．6）。

　スギーヒノキの植林地内では常緑広葉樹や常緑性草本植物の被度、常在度ともに高い値を

示し陽地生のススキ草原要素の種群やマント群落要素の種群が後退している。このことは前

述の同じ代償植生であるクヌギーコナラ群集やアカマツ植林とはあきらかに異なっており、

林内の暗い生長したスギーヒノキ植林地の林床では常緑広葉樹の復元がむしろ良好であると

いえよう。

　4）　モウソウチク林（Tab．8）

　関東地方やそれ以西では屋敷林やその周辺の裏山などに広くモウソウチクやマダケが植え

られている。しかし森林公園予定地域周辺ではあまり見かけられず公園予定域内には一ヵ所
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C．1．

C。」．

C．」，

Q．9．

C．」．

C．」，

Q，9，

E．」．、

A．c．

冬

ヨ

A乙。．．

Q．9．

Q．9．

E．1．

　N．s．

　　A．b．，

6．j｛。

1．c．

門

’

C。C．．

Q．凱．

C。la，・

Oj・A．ぬ．

Ej．

　T．f㌔

0．P二．

A肋．6　スギ植林断面模式（シラカシ群集、ケヤキ亜群集＞

　　　　VegetatioHsprofil　des　C耽y少彦。沸8湾αブαカ。漉。α一Forst

　　　　（Querce亡ummyrsillaefohae，Subass．
　　　　serrata）
A．c．：．缶観4伽α短α説∫ηo　アズマネザサ

A．b．：A魏ρ8Zoρ5奮うプ即ゴρ84躍。配磁αノブドウ

A．n．：A疏ツプ勧祝短ρoηfα耀　イヌワラビ

C．la・：CαZZ‘oαプραブ＠oη∫oα　ムラサキシキブ

C．c，：0αrε灘‘o短。α　ヒメカンスゲ

C．j，：C尺yが。ηz8擁αゴαρoηfoα　スギ

E．j．＝E繊yαブ妙。痴。α　ピサカキ

von　Ze王kova

王．c．：1陀コg　6解ηα如　シロダモ

N．s．：NθoZ髭5θα5θ擁。θα　ジャノヒゲ

0．P．＝0メ流ゴ（4》ogoπρZα2z‘50αρz¢5

　　　　　　　　　　　　オオバジャノヒゲ
Q．g．：Q㍑6プ。π5　gZ傭。α　アラカシ

Q．m．：（2紹プ。π5賜醐5加α4bあα　シラカシ

T．f．：T2・α罐ッ。αψ御∫プbプ彪解‘　シュロ

だけ見られるにすぎない。しかも、面積的にもせまくほぼ平坦地で耕作畑に接しているため

群落内は人為的影響が大きくハコベ、カキドウシ、ツユクサ、カラスビシャクなどの畑地雑

草群落の構成種が多数混生している。また小面積のため好陽地生のマント群落構成種である

ッル性植物のフジ、ヤブガラシ、トキリマメ、スイカズラ、トコ戸、ノブドウなどが多数生

育している。一般にモウソウチク林やマダケ林の林内には、本来、クヌギーコナラ林や植林

などの：：：二次植生の森林と同様にその立地の潜在自然植生の構成種が良く生育するが、今回の
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　　　　Tab．8

Name　d．　Gesellsch．群落名　モウソウチク林

　　　Pゐツ〃05’α0加5ん8’670昭oZαvar．ρ麗う650θη5－Bestand

　　　Aufn。球r．：調査番号K－37　Dat．1調査月日　’70．11．24

　　　Aufn．　von：A、M，　K．　F，　u．　Y．　S．

Baumschicht：高木層

Strauchschicht：低木層

Krautschicht：草本層

10m　90％

1．5m　豆0％

0．5m　10％

Gr6Be　d．　Probeflache　調査面積　8×10qm

Artenzahl　：出現種数　26spp．

Baumschicht

　　　　5。4Pん翅・5彦記。妙5勧6プ。解♂αvar．μ∂65・8π5

Strauchschicht

　　　十．2　αθro6θπ4プ。π6rfoゐ。’o刀zπ解

　　　十．2　　Aプz耀4づπαブゴα　6んゴ7zo

　　　　十　　　Cα♂あ。αψαブ⑫oπfoα

　　　　＋　P塀ZO伽0励厩θro昭6♂αvar．μ6θ5・θπ3

K二rautschicht

1．2

十．2

十．2

十．2

十．2

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

C¢ツrαあαノαρoπf6α

3彦8z♂α2・乞α　2ηθ4∫α

R姦y2ZOゐ05‘α　α6配2π伽αオかわ∬α

ρρあ5駕θア2π3駕π4z61α’塘♂彪5

Mo5♂αブαρ0加0α

幣∫ごθrゴα　ZOゐαオα

C8餌55勿θπ5∫5　var．ゴαρ0沈α

G♂θo乃。η3α　乃θ4θrα‘θα

Rz↓う‘α　α属iαπ8

σプ彦‘oα　捗んπ刀∂θrg5α2zα

COηZη6♂iπα　‘0㎜”銘〃～客∫

LO2Zゴ0θπZノ＠0π‘0α

エ）歪05007’θα　’0ん07’〇

五一θzgzり5‘5うブ8ツψθ4z62zc鉱zα彦α

C乃α8η0ηZθZθ5ブ4メ》0フ2foα

2「乃θα　5‘2zθπ5f5

Ao乃ツプα2～渉んθ5ブ妙0π∫6α

君ブ4‘5伽ブ曜＞0π‘0α

Z，0πゴ6θrαgrα6μψθ5

Ro5αηZπ諺卯0プα

1）∫πθllあα　’8rπα’α

F63ψπcαραγ魎gz％規α

モウソウチク

クサギ

ァズマネザサ

ムラサキシキブ

モウソウチク

ヤブガラシ

ノ、コベ

トキリマメ

チヂミザサ

シソ

フジ

エノキ

カキドウシ

ァカネ

イラクサ

ツユクサ

スイカズラ

トコロ

ノブドウ

クサボケ

チャノキ

イノコズチ

ヤブコウジ

ヤマウグイスカグラ

ノイバラ

カラスビシャク

トボシガラ

調査においては潜在自然植生の構成種と考えられる常緑広葉樹が草本層に、

コウジなど小被度で生育しているにすぎない。

　　　　　　　　　　　　やチャノキ、ヤフ
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　　b．森林以外の植生

　工）　アズマネザサーススキ群集（Tab．9）

　森林の伐採地や裸地あるいは耕作地が2～3年以上放置されヒメジ。オソー叱メムカシヨ

モギ群落を経たあとに発達する群落である。公園地域内では伐採あと地や沼の土手などに広

く見られる。この群落も二次的遷移の途上にあり伐採や耕作、あるいは裸地など以前の人為

的影響のちがいや放棄後の時間的経過のちがいによっていろいろな種組成が見られる。最初

は裸地であったと考えられる沼の土手はヨシも混生してススキ、アズマネザサ、ツリガネニ

ンジン、ワレモコウ、ヨモギ、アキノキリンソウなどのススキ草原構成種を中心に生育して

いる。一方、森林伐採後3～4年たった地域ではススキ、ヤマハギ、オトコヨモギ、ネコハ

ギ、チガヤなどとともにコナラ、ヌルデ、アカマツなどの低木類が生育しておりツユクサ、

ハルジオン、ヒメジ。オン、カタバミなどの侵入も鼠立つ（Abb．7）。

　公園内はその多くを薪炭林や植林地、耕作地として現在まで利用されてきており、伐採地

もきわめて小面積であり、この群落の生育する地域はきわめてせまい。しかし、今後公園建

設計画の実施にともなって生じると予想される裸地や、耕作放棄地の増加によってアズマネ

ザサーススキ群集の占める面積は急速に増大するものと考えられる。したがって、見通しの
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P．d．　　些
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A．c．

A．d．

鷲

L。P．

　L．P．C．o．

A．t．j．

Ld．

S．・・C．j． A．j．

Abわ．7　アズマネザサーススキ群集断面模式

　　　　Vegetationsprofildes　Arundinaria

　　　　sinellsis
A，c．：Aプz〃z漉ηα7『痂‘雇ηo　アズマネザサ

A．d．：ん闇f卿Zoo雇α4θ6漉3　ウマノスズクサ

A．j．：孟r詑彫鰯αノαメ・o痂。α　オトコヨモギ

A．tj．：五68η妙加耀瞬少砂Z‘αvar．ブαρo短。α

　　　　　　　　　　　　　ツリガネニンジン
C，c．＝Cα舘αア～8α‘ブθ7zα彦α クリ

C．j．：αプ5謡ηzノ畷）o短。α　ノハラアザミ

C．o．　ICoηz卿θZ勿α60溜ππ滋5　ツユクサ

chino－Miscanthetum
E．p．：E短g6roπ〆》屠Zα46砂痂。π5　ハルジョオソ

1。d．：」物8痒54θ彫α彦α　ニガナ

L．b．＝乙θ宴》848之α6飴oZor　f．α‘磁⑳あα　ヤマハギ

L．P．：L硲ρθ48之αメ》琵。∫α　ネコハギ

M．s．：M‘5cα鉱加∫5加θ刀5f5ススキ

P．c，：1『ん7一α9㎜言躍500窺況麗漉5　ヨシ

P．d。＝P伽κ∫4θπ3刎。紹　アカマツ

S．o．：Sαηg痂50プうα（ガ短παZ‘5　ワレモコウ
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よい草地として関東地方の洪積台地上に広く生育しているアズマネザサーススキ群集を裸地

の緑化復元、散歩道周辺のソデ群落として残すことは好ましい。

　2）　マント群落（Tab．10）

　　　（スイカズラーヘクソカズラ群団）

　林縁や低木、ササが混生している狭い開放地には好陽地生の落葉低木やツル植物を主な構

成種とするマント群落（M舩telgesse1圭schaft）が発達する。今回調査された林縁性のマント

群落は一応スイカズラーヘクソカズラ群団に属する群落としてTab．10に示されている。ガ

マズミ、ヌルデ、アズマネザサが低木状態で生育する上におおいかぶさるようにツル植物の

クズ、トコロ、ヘクソカズラ、アオツヅラフジ、トキリマメ、スイカズラなどが一面に繁茂

している。また、野州植生図に示されるマント群落は一部桑畑や畑地の放棄地や切り跡地な

　　Tab．10
Name　d．　Gesellsch．　Mantelgesellschaft

　　　　　　　　　　　　　　　　　マント群落

　Aufn．　Nr．：調査番号K－49　Dat。1調査月日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　，69．正1．24

　Aufn，　von＝調査者　A．　M，　K：．F，　u．　Y．　S，

　Strauchshicht：低木層　　　2m　90％

　Krautschicht＝　草本層　05m　　5％

　Gr6Be　d．　Probeflache　l調査薦積　2×15qm

　Artenzah1：出現函数　17spp．

一一一Auf皿・一一一一一一一＿ナ

Strauchschicht：低木層

　　4，4　P麗θプζzプゼαZoうα彦α

　　十．2　1）ゴ05‘oプ8α彦。々oro

十

十

十

十

十

4．4

1．1

豆．1

十

十

十

Bεrc1L8？短αrαCε？7ZO∫α

COOOμZε65孟プμ0うπ5

Pαθ4θガα∫0απ48η5var．魏αか8ゴ

R妙π‘加5乞αα伽珈刀α該解。プα

五〇廊。θ㍑ブ⑫o溺侃

Aブ働ノZ4痂αプ‘α0ゐ勿O

v乃κプπηz∫魏δ記α孟α彦z6窺

Q銘βブ。π∫56アγαオα

Eπ50⑫痂∫ブ⑫o痂6α

Cα膨σαψαブαρoア210α

R枷5ブ⑳α7z‘cα

Krautschicht：草本層

十

十

十

十

Aπ6癬5∫αρプ珈6ゆ∫

M∫56αη田租∫5加θπ5∫5

∫b砂go朋7π♂oπ9盛5θ伽解

Rπうμ5ραrηサbあz45

クズ

トコロ

クマヤナギ

アオツヅラフジ

ヘクソカズラ

トキリマメ

スイカズラ

ァズマネザサ

ガマズミ

コナラ

ゴソズイ

ムラサキシキブ

ヌルデ

ヨモギ

ススキ

イヌタデ

ナワシロイチゴ
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どもあり、クワや高茎の草本植物にクズがおおいかぶさって生育している地域である。

　3）　ヒメジョオンーヒメムカシヨモギ群落（Tab．　H）

　平坦な台地上や農家に近い緩斜面にはハクサイ、ネギ、ニンジンなどの野菜畑と養蚕のた

めの桑の栽培がおこなわれていたが、公園設置計画にともなって近年放棄されており、遷移

初期段階の群落が見られる。耕作時には、作付け野菜類の周辺にコニシキソウやハコベ、ノ

ミノフスマなど耕作地特有の好窒素生の一年生植物が繁茂していたと考えられるが、耕作と

いう人為的影響が停止：されることによって槙生はその立地本来の自然植生に復元する方向に

変化している（二次的進行遷移）。

E．P．
E．c。E。c．£・P・E．c， M，s．

E．s．

／M．b． M．b．
」　　　　　　　　　　’

L．三。

A．c。

〆

κ

、

’

S，a．P．b． S．n．　　C．m．　　A．韮， D．c． D．a．0．c．P．u。 P」．

D．a，　　D．a。　　D．a． D．a．　D．a・．

Abb．8放棄畑の雑草群落断面摸式（ヒメジョオソーヒメムカシヨモギ群落）

　　　　Vegetationsprofil　der　Unkrautgesellschaft　auf　den　Brachackem

　　　　（E短98roηα2ηz徽3－Eプfg8プ07z　oα照48／z5‘5－Gesellschaft）

A．c．：A7繊4幼α垣¢o雇πo　アズマネザサ

A．1．：A魏αプα勉勧5あ甥4％5　イヌビユ

C．m．：qyρ8耀5瞬6ro‘プゴα　カヤツリグサ

D．a．：1）忽露¢厚ββ∬8ノ雇8π3　メヒシバ

E．c．：E擁g8プ。刀。碗α487翻5　ヒメムカシヨモギ

憂）．P．：E擁9θroηρん∬α4θ砂ゐfoκ∫　ハルジョオソ

E．s．1．E湾g8プ。π∫z‘卿α’フ膚θ郷f∫　オオアレチノギク

L・i．：Lα0砲Cα痂4foα　アキノノゲシ

M．b．：酔臥r郡加勉加工　ヤマクワ

M．s．：ハ4ゴ56α漉加55助θπ∫ま5ススキ

0．c．：0㍑zZf5　coブπゴ。％Zαオα　ヵタノミミ

P．b．：勘π飴π解う露認08砲彫　ヌカキビ

P．L：P∂砂goημ魁面η9夢38顔隅イヌタデ

p．u．：P疫y♂Zα窺んπ3㍑ブ‘ηαプ∫α　コミカソソウ

S．a．：＆θ〃αプぬα9雌あ。α　ウシハコベ

S，n．：5’8〃α湾αη8gJ臨α　ミドリハコベ

　したがって、耕作停止後の年数に対応してそれぞれの立地において二次遷移の各段階ごと

に植生が変化してゆく。放棄後、1年以内のところではその年に発芽した畑地雑草群落構成

種である一年生のメヒシバ、カタバミ、ノミノフスマ、ミドリハコベ、ミミナグサ、ウシハ

コベ、イヌビユ、カヤツリグサなどが生育している。放棄後2年目のところでは1年目では

少なかった多年生のヒメムカシヨモギ、ハルジオン、ヒメジ。オン、オオアレチノギクなど

の高茎の華本植物が優占しており、畑地雑草群落の残存種群であるメヒシバ、カタバミ、ノ
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ミノフスマなど少数の種油が混生する程度になり、群落の優占状態が逆転する。さらに群落

内には次期の遷移途中相群落であるアズマネザサーススキ群集の構成種ススキ、アズマネザ

サ、ヨモギなどが生育している（Abb．8）。

　4）　コアゼガヤツリーヒデリコ群落（Tab．12）

　丘陵地帯をとり囲む沖積低地や丘陵内にまでくい込んでいる谷部の低地は水田として古く

から利用されてきたが、やはり公園建設計画にともなって一～二年内に公園予定地域内の水

田はすべて稲作が中止され放置されている。しかもその多くは、いまだ乾燥しないまま湿潤

状態やあるいは2～3cmの水深を保っている。ここではコブナグサ、ヒメクグ、コアゼガ

ヤツリ、イヌビエ、ウシクグ、ヒデリコ、カワラスガナ、ヌメリグサなどのイネ科やイグサ

科、カヤツリグサ科などの多くの好湿性の単子葉植物によっておおわれていて串間率は80％

から98％に達する。やや水深のある地域ではオヘビイチゴ、セリ、イ、トキワハゼなど、あ

るいは、チョウジタデ、ヌマトラノオ、イボクサなどが生育している。地下水で湿性を保っ

ているようなやや乾性地には双子葉植物のダンドボロギク、ヒメジソ、オオイヌタデ、ミゾ

ソバなどの侵入が目立つ（Abb．9，　Photo．10）。
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Abb。9水田放棄地における雑草群落断面模式（コァゼガヤツリーヒデリコ群落）

　　　　Vegetationsprofil　der｛Jnkrautgesellschaft　auf　dem　Brachreisfelder　nach　2～3　Jahr

　　　　（qy♪8剛∫加功α7z－F伽翫ゴ56ッ♂15”3∬如cθα一Geselischaft）

A．h．：Aプ疏規ωoπ廊が4π∫　コブナグサ

C．b．＝（加徽56プ8吻bあ麗5　var。傭o妙f5

　　　　　　　　　　　　　　　　ヒメクグ
C．h．：（妙ρθ駕5加功αη　コアゼガヤツリ

C．o．：qyρθ耀50ブ疏o∬αo妙部　ウシクグ

C・s・：qyρ8㍑∫5απ9痂％o陀磁π∫　カワラスガナ

F．m．：F加うプ55翻傭醒耀αcθα　ヒデリコ

工e．：Jz〃zcμ∫伽3κ5イ

M．d．：、Mo∫Zα漉碗ゐθ㍑　ヒメジソ

0．」．10θηαη彦んθブα”α漉cα　セリ

P．k．：Po詑痴沼α郁8謝α7雄　オヘビイチゴ

P．1．：Po砲go7zε〃ππo躍05μ彫オオイヌタデ

S．i．；5αoc∫oJθρf5勿4fατvar．01rツπθ‘oプκηz

　　　　　　　　　　　　　　　ヌメリグサ
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2．現存植生図

　植生調査を基礎にまとめられた群落単位による現存植生の具体的な配分図が現存植生図

（Karte　der　realen　Vegetation）である。現存植生図は縮尺1：1000の地形図上に現地踏査

しながら原：図が描かれた。この現存植生原図を室内作業によって1：5000の地形図上に縮尺

して表わされた。凡例（Legende）は植生調査による群落単位を基礎とし、さらに優占種、

相観を加味して自然植生が3単位、代償植生が9単位、その他が2単位で示され合計14の凡

例にまとめられた（現存植生図参照）。

A　自然植生

　　a．森林植生

　公園予定地域内の大半を占める洪積台地にはこの土地の自然植生であるシラカシ林はほと

んどみられず、わずかに長沼の湖畔の道路わきにアラカシが優占し低木としてシラカシが生

育している林分が残存しているにとどまっている。それに対して沖積低地や谷の底部の湿潤

地を広くおおっていたと考えられるイボタノキーハンノキ群落が長沼、後谷沼、山田大沼、

中の二三、テーベ沼、天神沼、上沼の後背湿地に小面積ではあるが生育しており、耕作地や

水田として利用でき得なかった狭い低地にのみ残されたものと考えられる。

　　も．森林以外の植生

　西田沼、寺沼、アザミクボ沼、中の谷沼、がっき沼、大沼、テーベ沼、上沼、下沼の二二

の水辺や湿潤地にはウキヤガラ、カンガレイあるいはヨシがそれぞれ高被度を占めるウキヤ

ガラーマコモ群集の生育が見られる。寺沼などにはカサスゲの優先するカサスゲ群集の生育

が見られる。しかし、いずれも小面積であるために現存植生図では一つの凡例にまとめられ

て表わされている。

B　代償植生

　　a．森林植生

　この地方のシラカシ林域の代償森林植生であるクヌギーコナラ群集は公園予定地域内の洪

積台地上全域にわたって広く分布し、この地方の代表的景観要素をになっている。コナラ、

クヌギ、イヌシデなどを優占するクヌギーコナラ群集は、公園予定地域の中央部附近では屋

根部まで広く生育しているが、その他では屋根部や斜面上部は多くは人為的に植栽されたア

カマツが占めている。したがって相観的には尾根部から斜面上部にかけては広くアカマツ植

林地が占め、アカマツ植林の下部にあたる谷部や斜面の下部の沖積低地や沼に接して帯状に

クヌギやコナラが高被度を占める群落が分布している。面積的にはクヌギやコナラを優占種
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とするクヌギーコナラ群集とアカマツが植林されて異なる景観を示すが種組成的には群落単

位の恥じクヌギーコナラ群集がほぼ2齢する割合で公園予定域のおよそ8割を占めている。

　スギやヒノキの植林地はアカマツの植林に対してきわめて小面積にしか見られず、公園予

定域の北東部に位置する道路沿いに並木状に植栽されているほかは、鳩山沼や追山沼附近に

見られるように谷部の湿潤地に植林されている。公園予定域内でのモウソウチク林は北東部

の山田地区の畑の周辺部にと、笹谷近くの宅地跡の背部にどちらも小面積で植林されている

だけである。

　　寿．・森林以外の植生

　農家に距離的に比較的近い洪積台地の斜面下部は耕作地として利用され、とくに斜面下部

から谷部の湿潤地は桑畑として利用されてきた。しかし公園設置計画とともに1～2年蔚か

ら放棄されヒメムカシヨモギ、オオアレチノギク、ヒメジ。ナンの優占するヒメジョオンー

ヒメムカシヨモギ群落が生育している。面積的には桑畑放棄地が広い面積を占めている。ま

たこれらの耕作地や桑畑の放棄地の一部はクズやスイカズラなどのツル植物でおおわれてお

の

，｝　　　ρ♂

@A趣

ば

A B C D E F G　　　F D C F G H　　I A

Aもb．10　現存植生群落配分模式

　　　　Gesellschaftsverteilungsschema　der　realen　Vegetation

　　A：コァゼガヤツリーヒデリコ群落
　　qyμプz‘∫加5μ炉F加∂プゴ5砂Zゴ5痂伽08α一Gesellschaft

　　B：アズマネザサーススキ群集

　　AruRdinariochino－Misca皿thetumsinensis
　　C：開放水域

　　Offenes　Wasser
　　D：ウキヤガラーマコモ群集

　　Scirpofluviatilis－Zizanietumlatifoliae
　　E；イボタノキーハソノキ群落
　　ゐ匁π5‘駕ηzoう砲5〃bZ毎ηz－A♂72㍑5ブαρo鷹6α一Gesellschaft

　　F：クヌギーコナラ群集

　　Quercetumacutissim◎一serratae
　　G：アカマツ植林
　　Pf2z麗54θ7z∫ザZorα一Forst

　　H：ヒメジョオソーヒメムカシヨモギ群落
　　Eプゴ96roアzαη1z徽5－Eプfg8ブ。πoσ紹487z5∫5－Gesellschaft

　　I：マント群落

　　Mantelgesellschaft
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りスイカズラーヘクソカズラ群団に属するマント群落として表わされている。また今まで公

園予定域内では土地利用が薪炭林、植林地、耕作地、桑畑、水田など一応安定した利用がな

されてきたために、森林の伐採や裸地が作られてから5～6年以上経た時にはじめて優占群

落となるアズマネザサーススキ群集の占めている面積はきわめて少ない。わずかに西田沼、

山田大沼、アザミクボ沼などの土手に生育しているだけである。水田として利用されてきた

沖積低地では、やはり1～2年前に放棄されており、コアゼガヤツリーヒデリコ群落で一面

おおわれている。

　以上の自然植生代償植生の現存植生配分図がAbb．10に示されている。

3．　潜在自然植生図および植生学的立地診断

　1）潜在自然植生図

　潜在自然植生図はさまざまな人為的影響下に生育している現存植生にかかわりなく、それ

ぞれの立地が現在どのような自然植生を支え得るポテンシャルな能力をもっているかを調

べ、その具体的な配分と広がりとを地形図上に表わしたものである。したがって潜在自然植

生図は植生の側から見た立地の質の配分図とも言うべきもので新しい土地の利用、植生およ

び景観の保金、管理、とくに緑化、復元計画の基礎図として有効な指針となる。

　しかし、立地のポテンシャルな質の判定には多くの困難がともない、一般に凡例を細かく

分けることはかえって誤差を生じる危険性をともなう。したがって、他地域での多くの潜在

自然植生の資料を参考、検討した結果以下の五つの凡例にまとめて描かれた。各潜在自然植

生の具体的な種構成については現存植生単位の項および、付表の群落表を参考にすることが

望まれる。

　以下には潜在自然植生の凡例に沿って各潜在自然植生単位の立地の質や利用について記さ

れる。

　2）潜在自然植生単位とその植生学的立地診断

　　i）　シラカシ群集モミ亜群集

　この群落域は洪積台地の尾根部や急斜面に広く分布しており、とくに公園予定域内では南

部と北部の両地域に広く分布している。ローム層は比較的薄く、一部は母岩が露出してい

る。透水性が強いため保水力に乏しく、したがって極端な水分状態を示しやすく一般に土壌

の発達は悪く、粗腐植層が地表に1cm内外の厚さでできているのみできわめて貧養であ

る。モミ、アカマツの常緑針葉樹やヤマツツジ、ミッバッッジ、レンゲツツジ、ナツハゼ、

ネジキなどッッジ科植物やリョウブなどの貧養地に生育する種を主な構成種とし、一般にそ

れらの植物の生長は遅い。したがって一度破壊すると植生の復元はきわめて困難で時間のか

かる植生域であるといえる。地形的にもとくに急斜面や狭い尾根部が多く、したがって、現
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存植生のまま保全しながら緑地帯として利用されるのが望ましい（Photo．　H）。

　　ii）　シラカシ群集、典型亜群集

　洪積台地上や緩斜面などの比較的ローム層の厚：い地域で、排水は良好で植物の生長もよ

く群落構成種も豊富であり、緑化、復元が比較的容易で、諸施設の設置にも適しており、多

彩な開発が可能である。シラカシ、ヤブッバキ、ネズミモチ、シロダモなど多くの常緑広葉

樹や多数の落葉樹が環境回復のための植栽樹種として利用できる（Photo．12）。

　　iii）シラカシ群集、ケヤキ亜群集

　洪積台地が沖積低地と接する斜面下部で排水の良い湿潤地を占める。既存の集落の大部分

がこの植生域上にある。ローム層は深く土壌もよく発達している。したがって、生育可能な

種群もきわめて多い（Photo．13）。

　　iv）クヌギーハンノキ群落

　斜面最下部や凹地を占めクヌギやハンノキ、イボタノキ、ノダケなど湿地生植物種群が生
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育する群落域である。湿潤で、比較的排水の不良な立地である（Abb．1D。

　　v）　イボタノキーハンノキ群落

　地表面と地下水の水位とがほぼ一致するか、または冠水している沖積低地一帯を占める植

生域である。施設の設地域としてよく利用される植生域であるが、現状のままでは限られた

利用しかできず、埋土を行なうと同時に地下水面を下げる排水溝の設置が必要である。水ぎ

わ植生域で人間の干渉に対しては敏感であり破壊されやすく、また逆に一度破壊されると復

元がきわめて困難な植生域であり注意深い利用、保全計画を必要とする潜在自然植生域であ

る。

　　vi）カサスゲ群集

　回状地形部の底都に小河川が存在する、きわめて湿潤な湿性地で腐植土が厚く堆積し、つ

ねに地下水や河川の流水などで冠水している立地である。

　　vii）ウキヤガラーマコモ群集

　沼沢地の岸部から水深1m付近までの地域に生育する群落で、腐植土の厚く堆積してい

A B C　　D A E F　　　E G　　D C E F E B　A

Abb・12　潜在自然植生群落配分模式

　　　　Gesellschaftsverteilungschema　der　potentiell　nafUrlichen　Vegetation

　　A：イボタノキーハソノキ群落

　　厚9㍑3∫耀㎜o∂砺5穿bZ珈刀z－A伽㍑5ブαρoπ客。α一Gese11schaft

　　B：シラカシ群集ケヤキ亜群集

　　Quercetummyrsi且aefoliae，Subass．vonZelkova
　　serrata
　　C＝開放水域

　　Offeaes　Wasser

　　D：ウキヤガラーマコモ群集

　　Scirpofluviatihs－Zizanietumlatifoliae
　　E：シラカシ群集典型亜群集

　　Quercetummyrsinaefoliae，　typicum
　　F：シラカシ群集モミ亜群集

　　QuercetummyrsiHaefoliae，Subass．vonAbies
　　fir猟a
　　G：クヌギーハソノキ群落

　　Q麗8ブ。麗5　αoπ魔5語解α一AZππ5ブαρo’z‘oα一Gesellschaft
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る湿潤地あるいは定期的に冠水する立地である。小面積ではあるが、中養ないし富養の沼沢

性水辺植物群落域である。弱い自然域であるが、このウキヤガラーマコモ群集の植分を保全

育成することにより湖岸の保全とゆたかな水辺：景観を存続させることができる（Abb，12参

照）。


